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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学素子と、
　該光学素子を駆動するための駆動手段に駆動指示を行う為の操作手段と、
　前記光学素子の駆動を司る初期設定値が蓄積された初期設定データ記憶手段と、ユーザ
ーにより設定されたユーザー設定値が蓄積されたユーザー設定データ記憶手段と、を有し
、
　前記ユーザー設定データ記憶手段は、プリセット機能を作動させないプリセット動作特
性情報記憶領域を持つアナログレンズモード用設定データ記憶部と、プリセット機能を設
定可能なプリセット動作特性情報記憶領域を持つディジタルレンズモード用設定データ記
憶部とを有することを特徴とするレンズ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はレンズ装置とレンズ装置に装着されるカメラ装置を備えたテレビジョン撮影に
用いられるテレビレンズ、等に用いられる撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン撮影に用いられる光学装置は、ＴＶカメラ本体とＴＶレンズで構成され、
ＴＶレンズをＴＶカメラに装着して使用する。このうちＴＶレンズはレンズ本体部とドラ



(2) JP 4585789 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

イブユニットに大別され、レンズ本体部には撮影光学系とそれをマニュアル操作するため
のマニュアルリングがある。またドライブユニットには、これらマニュアルリングを電動
駆動するための、モータや制御基板、ＣＰＵが内部に格納され、外装面には電動制御を指
示する各種スイッチや、操作部材が設けられている。ＴＶレンズは、以前はＣＰＵなどの
制御手段を搭載しておらず、アナログ回路にて構成されていたためズーム、フォーカスの
電動制御を行う場合には、ズーム、フォーカス用のコントローラのみからの操作となり、
スイッチもスイッチ操作に応じてカメラへ信号を送り返すリターンスイッチ、録画のトリ
ガーとなるＶＴＲスイッチが搭載されている程度でとてもシンプルなものであったが、最
近ではドライブユニットにも様々な機能、スイッチが付加されている（特許文献１参照）
。
【０００３】
　例えば任意のズーム位置を一度記憶すると、スイッチを押すことで記憶したズーム位置
までモータ駆動するプリセット機能や、またこのプリセット機能をドライブユニット上の
複数あるスイッチの中で、ユーザーが自分の好きな位置のスイッチに自由に設定できる機
能などがある。
【０００４】
　こうした様々な機能を設定する手段は、レンズの撮影に関わる機能を設定する機能設定
手段と、それに用いる表示パネルを光学装置に設け、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の
設定情報を複数記憶できる記憶手段を設けることにより、状況を容易かつ瞬時に把握でき
、さらに操作性に優れた機能の設定手段を併せ持つ、使い勝手の良い光学装置を提供され
ている。
【０００５】
　このようにして設定できるこれらの機能は、カメラマンの撮影の幅を広げ、様々な撮影
状況に応じて最適なカメラワークを実現することを可能にしている。
【特許文献１】特登録０３４２０５４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、以前のアナログ回路にて構成されていたＴＶレンズは、ＣＰＵなどの制
御手段を搭載しておらず、ズーム、フォーカスの電動制御を行う場合には、ズーム、フォ
ーカス用のコントローラのみからの操作となり、スイッチもスイッチ操作に応じてカメラ
へ信号を送り返すリターンスイッチ、録画のトリガーとなるＶＴＲスイッチが搭載されて
いる程度でとてもシンプルなものであった。このようなアナログレンズに慣れているカメ
ラマンは、最近のドライブユニットに付加されている様々な機能、スイッチが煩わしく、
例えば、ドライブユニット上のあるスイッチを操作した場合に、自分が意図した機能とは
異なる機能が作動するといった問題が発生している。
【０００７】
　本発明では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を変更可能な光学装置におい
て、これら各機能の設定をアナログレンズと同様に設定するアナログレンズモードを設け
ることで、簡単にこれら各機能の設定をアナログレンズと同様に設定することが可能とな
るため、アナログレンズに慣れているカメラマンも煩わしさがなくなり、ドライブユニッ
ト上のあるスイッチを操作した場合に、自分が意図した機能とは異なる機能が作動するな
どといった問題が解消できる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記問題を解決する為に，本発明のレンズ装置では、光学素子と、該光学素子を駆動す
るための駆動手段に駆動指示を行う為の操作手段と、前記光学素子の駆動を司る初期設定
値が蓄積された初期設定データ記憶手段と、前記初期設定データに基いてユーザーにより
設定されたユーザー設定値が蓄積されるユーザー設定データ記憶手段と、を有し、前記ユ
ーザー設定データ記憶手段は、プリセット機能を作動させないプリセット動作特性情報記
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憶領域を持つアナログレンズモード用設定データ記憶部と、プリセット機能を設定可能な
プリセット動作特性情報記憶領域を持つディジタルレンズモード用設定データ記憶部とを
有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　前記光学素子の駆動を司る初期設定値が蓄積された初期設定データから引き出された初
期設定値を基に書き換えられたユーザー設定値が蓄積されたユーザー設定データの中に前
記操作手段の操作量に比例した信号を基にアナログ回路のみで前記光学素子を駆動するア
ナログレンズ使用のユーザー設定データを有することで、簡単にはアナログレンズモード
からディジタルレンズモードに変更できなくなるため、アナログレンズに慣れているカメ
ラマンも煩わしさがなくなり、ドライブユニット上のあるスイッチを操作した場合に、自
分が意図した機能とは異なる機能が作動するなどといった問題が解消できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本実施形態では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を変更可能なレンズ装置
において、これら各機能の設定をアナログレンズと同様に設定するアナログレンズモード
を設け、かつ特別な操作を行わなければアナログレンズモードとＴＶレンズの撮影に関わ
る各機能の設定情報を変更可能なディジタルレンズモードとの切換えをできないようにす
ることで、簡単にこれら各機能の設定をアナログレンズと同様に設定することが可能とな
り、また、簡単にはアナログレンズモードからディジタルレンズモードに変更できなくな
るため、アナログレンズに慣れているカメラマンも煩わしさがなくなり、ドライブユニッ
ト上のあるスイッチを操作した場合に、自分が意図した機能とは異なる機能が作動するな
どといった問題が解消できる。
【００１１】
　以下に本実施形態の好ましい実施例を示す。
【実施例１】
【００１２】
　以下に本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。図１及び図２はＴＶレンズの
上面図および背面図である。図中１０１はレンズ本体で、内部には撮影光学系があり、外
側には、フォーカス、ズーム、アイリスを手動で操作するためのマニュアルリングがある
。１０２はレンズ本体１０１に着脱自在に取付けられるドライブユニットで、内部にはマ
ニュアルリングを電動駆動するためのモータや、制御基板、ＣＰＵ等が格納されている。
１０３はズームをサーボ駆動する時に操作するシーソースイッチで、図中Ｔの方向あるい
はＷの方向にスイッチを押し込むと、押し込み量に応じたスピードで、ズームが望遠方向
、あるいは広角方向へ変化する。１０４はスイッチ操作に応じてカメラへ信号を送り返す
リターンスイッチで、１０５は録画のトリガーとなるＶＴＲスイッチである。これらシー
ソースイッチ１０３、リターンスイッチ１０４、ＶＴＲスイッチ１０５は、テレビ撮影に
関わる最も基本的なスイッチで、ＴＶレンズの操作性を継承する観点から、ＴＶレンズの
長い歴史の中でも昔から変わらずに図示した位置に配置される。
【００１３】
　１０６は機能スイッチＡで、レンズを用いた撮影に関わる様々な機能の中からひとつを
この機能スイッチＡ１０６に割り当てることが可能である。例えば、プリセット機能をこ
のスイッチに割り当てると、カメラマンは後述するメモリースイッチ１０８と同時に機能
スイッチＡ１０６を押すことで現在のズーム位置が記憶できる。その後ズームがいかなる
位置にある場合でも、この機能スイッチＡ１０６を押すことで、ズームを記憶した位置に
戻すことができる。また、１０７は機能スイッチＢで、レンズの撮影に関わる様々な機能
の中から一つをこの機能スイッチＢ１０７にも割り当てることが可能である。例えば、ス
イッチを押すことでズームが往復動作する機能をこのスイッチに割り当てると、カメラマ
ンは機能スイッチＢを押し続けるとレンズは望遠端までズーミングし、深度の浅い望遠端
でフォーカス合わせをした後で機能スイッチＢから手を離すと元のズーム位置に戻すこと
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ができ、ピントの合わせのアシスト機能として利用することができる。これらの機能スイ
ッチは、カメラマンがレンズをマニュアル操作する際に、スイッチを誤操作して突然ズー
ムが動き出すことのないように、機能スイッチＡあるいは機能スイッチＢを押しても、機
能することにないように設定することも可能である。１０８は現在のズーム位置、速度、
方向などを記憶する際に使用するメモリースイッチである。
【００１４】
　１０９はドライブユニット１０２の背面に設けた液晶による表示パネル、１１０は表示
パネルの表示／非表示を切換える表示スイッチで、必要な時だけ表示パネル１０９を点灯
する構成にすることで消費電力を低減している。１１１はレンズの撮影に関わる様々な機
能を設定するための機能設定スイッチである。
【００１５】
　図３は機能設定スイッチ１１１を拡大して表したものである。図３に示した機能設定ス
イッチ１１１は図中２０２から２０５の４つの矢印キーとひとつの選択キー２０１で構成
され、表示パネル１０９に表示される階層メニューに沿って、２０２から２０５の４つの
矢印キーでカーソルを移動して、複数ある機能の中から一つを選択し、選択キー２０１で
確定する。
【００１６】
　次にレンズ本体１０１の内部構成を図４に示す。
【００１７】
　図４において３０１は焦点調整を行うフォーカスレンズ光学系、３０２はフォーカスレ
ンズ光学系３０１を駆動するフォーカスモータ、３０３はフォーカスレンズ光学系３０１
の位置に応じた位置信号を出力するフォーカス位置検出手段、３０４はフォーカスレンズ
光学系３０１を制御するフォーカス制御手段、３０５は変倍調節を行うズームレンズ光学
系、３０６はズームレンズ光学系３０５を駆動するズームモータ、３０７はズームレンズ
光学系３０５の位置に応じた位置信号を出力するズーム位置検出手段、３０８はズームレ
ンズ光学系３０５を制御するズーム制御手段、３０９は絞り調節を行うアイリス羽根、３
１０はアイリス羽根３０９を駆動するアイリスモータ、３１１はアイリス羽根３０９の位
置に応じた位置信号を出力するアイリス位置検出手段、３１２はアイリス羽根３０９を制
御するアイリス制御手段、３１３は焦点距離を１．５倍や２．０倍などに変更するエクス
テンダー光学系、３１４はエクステンダー光学系３１３を駆動するエクステンダーモータ
、３１５はエクステンダー光学系３１３の位置に応じた位置信号を出力するエクステンダ
ー位置検出手段、３１６はエクステンダー光学系３１３を制御するエクステンダー制御手
段、３１７は本実施例の制御部分を司るＣＰＵ、１０９はドライブユニット１０２の背面
に設けた液晶による表示パネル、１１１はレンズの撮影に関わる様々な機能を設定するた
めの機能設定スイッチ、３１８はレンズの撮影に関わる様々な機能及び特性を記憶させる
記憶手段、３１９はドライブユニット１０２に取付けられた各種スイッチ通信手段、３２
０はレンズ外部とのデータ通信手段、３２１は各種デマンドとの通信手段、３２２はテレ
ビカメラとの通信手段である。
【００１８】
　図５に記憶手段３１８の内部構造を示す。記憶手段３１８を図５のように４００、４０
１、４０２，４０３から４１０と複数のユーザー領域に分割し、それぞれのユーザー領域
に６つの機能設定領域を割り当てている。４１０はドライブユニット１０２に取付けられ
た各種スイッチの機能割り当て情報記憶領域、４１１はプリセット動作特性情報記憶領域
、４１２はアイリス動作特性情報記憶領域、４１３はズーム特性情報記憶領域、４１４は
フォーカス特性情報記憶領域、４１５は各機能の設定を変更不可とする設定変更不可モー
ド時に使用するパスワードを記憶するパスワード記憶領域、４１６はドライブユニット１
０２に取付けられた各種スイッチをアナログレンズと同様の機能を割り当てた情報を記憶
するアナログレンズ機能割当て情報記憶領域、４１７はアナログレンズにはプリセット機
能が搭載されていないため、プリセット機能を作動させないプリセット動作特性情報が記
憶されているアナログレンズプリセット動作特性情報記憶領域、４１８はアナログレンズ
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と同様のアイリス作動を行うアイリス動作特性情報が記憶されているアナログレンズアイ
リス動作特性情報記憶領域、４１９はアナログレンズと同様のズーム作動を行うズーム動
作特性情報が記憶されているアナログレンズズーム特性情報記憶領域、４２０はアナログ
レンズと同様のフォーカス作動を行うフォーカス動作特性情報が記憶されているアナログ
レンズフォーカス特性情報記憶領域、４２１は４１０のユーザー領域から４００から４０
９のユーザー領域への変更を不可とする設定変更不可モード時に使用するパスワードを記
憶するアナログレンズパスワード記憶領域である。４１０から４１５の６つの機能設定領
域は表示パネル１０９と機能設定スイッチ１１０を使用して４０１から４０９のユーザー
領域毎に個別に設定可能となっている。ここで４００のユーザー領域はデフォルト設定情
報として書換え不可能な領域としているため、４００のユーザー領域のみ、パスワード記
憶領域が存在しない。また、４１０のユーザー領域内にある４１６から４２０はアナログ
レンズと同様の設定情報として書換え不可能な領域である。
【００１９】
　上記構成において、表示パネル１０９と機能設定スイッチ１１０を使用してレンズの動
作特性に関わる機能の設定方法及び記憶手段３１８への書込み、または書換えを行う場合
の動作について図６を用いて詳細に説明する。
【００２０】
　表示スイッチ１１１がＯＮされたかどうかの判断を行い（ステップＳ６０１）、ＯＮさ
れていないと判断された場合には、表示パネル１０９の消灯処理を行う（ステップＳ６０
２）。ステップＳ６０１で表示スイッチ１１１がＯＮされたと判断された場合には、表示
パネル１０９を点灯させ（ステップＳ６０３）、現在、ユーザー設定データを変更不可と
する設定変更不可モードであるかを判断し（ステップＳ６０４）、設定変更不可モードで
あった場合にはパスワードの入力を要求するパスワード入力要求処理（ステップＳ６０５
）に進む。パスワード入力要求処理が終了すると、入力されたパスワードがパスワード記
憶領域に記憶されているパスワードと比較し、一致しているか否かを判断し（ステップＳ
６０６）、入力されたパスワードがパスワード記憶領域に記憶されているパスワードと一
致しない場合には、パスワード入力要求処理（ステップＳ６０５）に戻る。ステップＳ６
０４で設定変更不可モードでなかった場合、もしくはステップＳ６０６で入力されたパス
ワードがパスワード記憶領域に記憶されているパスワードと一致する場合には、機能設定
スイッチ１１０の操作がユーザー領域の変更を行う操作であるか否かを判断し（ステップ
Ｓ６０７）、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー領域の変更を行う操作である場合
には、ユーザー領域の変更処理を行い（ステップＳ６０８）、ステップＳ６０９に進む。
機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー領域の変更を行う操作でない場合も同様にステ
ップＳ６０９に進み、現在設定されているユーザー領域がアナログレンズユーザー領域４
１０であるか否かを判断し（ステップＳ６０９）、現在設定されているユーザー領域がア
ナログレンズユーザー領域４１０である場合には、アナログレンズ機能割当て情報記憶領
域４１６、アナログレンズプリセット動作特性情報記憶領域４１７、アナログレンズアイ
リス動作特性情報記憶領域４１８、アナログレンズズーム特性情報記憶領域４１９、アナ
ログレンズフォーカス特性情報記憶領域４２０に記憶されている情報を用いて、アナログ
レンズと同様の作動を行うアナログレンズモードとしてレンズ本体の駆動を行うように設
定し、ステップＳ６２１に進む。現在設定されているユーザー領域がアナログレンズユー
ザー領域４１０でない場合には、機能設定スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０
２に取付けられた各種スイッチの機能割り当て変更を行う操作であるか否かを判断し（ス
テップＳ６１１）、機能設定スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０２に取付けら
れた各種スイッチの機能割り当て変更を行う操作である場合には、変更されたスイッチの
機能割り当て変更処理を行い（ステップＳ６１２）、ステップＳ６１３に進む。機能設定
スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０２に取付けられた各種スイッチの機能割り
当て変更を行う操作でない場合も同様にステップＳ６１３に進み、機能設定スイッチ１１
０の操作がプリセット動作特性情報を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６
１３）、機能設定スイッチ１１０の操作がプリセット動作特性情報を変更する操作である
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場合には、変更されたプリセット動作特性情報変更処理を行い（ステップＳ６１４）、ス
テップＳ６１５に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がプリセット動作特性情報を変更
する操作でない場合も同様にステップＳ６１５に進み、機能設定スイッチ１１０の操作が
アイリス動作特性情報を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６１５）、機能
設定スイッチ１１０の操作がアイリス動作特性情報を変更する操作である場合には、変更
されたアイリス動作特性情報変更処理を行い（ステップＳ６１６）、ステップＳ６１７に
進む。機能設定スイッチ１１０の操作がアイリス動作特性情報を変更する操作でない場合
も同様にステップＳ６１７に進み、機能設定スイッチ１１０の操作がズーム動作特性情報
を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６１７）、機能設定スイッチ１１０の
操作がズーム動作特性情報を変更する操作である場合には、変更されたズーム動作特性情
報変更処理を行い（ステップＳ６１８）、ステップＳ６１９に進む。機能設定スイッチ１
１０の操作がズーム動作特性情報を変更する操作でない場合も同様にステップＳ６１９に
進み、機能設定スイッチ１１０の操作がフォーカス動作特性情報を変更する操作であるか
否かを判断し（ステップＳ６１９）、機能設定スイッチ１１０の操作がフォーカス動作特
性情報を変更する操作である場合には、変更されたフォーカス動作特性情報変更処理を行
い（ステップＳ６２０）、ステップＳ６２１に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がフ
ォーカスト動作特性情報を変更する操作でない場合も同様にステップＳ６２１に進み、機
能設定スイッチ１１０の操作がユーザー領域およびユーザー設定データを変更可能とする
設定変更不可モードをＯＦＦに変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６２１）
、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー設定データを変更可能とする設定変更不可モ
ードをＯＦＦに変更する操作である場合には、設定変更不可モードをＯＦＦにする処理（
ステップＳ６２２）を行い、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー設定データを変更
不可する設定変更不可モードをＯＮに変更する操作である場合には、設定変更不可モード
をＯＮにする処理（ステップＳ６２３）を行う。
【００２１】
　本実施例１では、ＴＶレンズの撮影に関わるユーザー領域設定や各機能の設定を、パス
ワードを入力しなければ変更できないようにしたが、例えば、機能スイッチＡおよび機能
スイッチＢを同時に３秒以上長押しするなど、特別な操作を行うことにより、設定変更不
可モードを切換える構成としても良い。
【００２２】
　本実施例１では、機能設定スイッチに十字キーを用いた例について述べたが、ジョグシ
ャトルスイッチ等、表示パネルの表示フローに沿って機能が設定できるものであれば如何
なる設定スイッチでも構うものではない。
【００２３】
　さらに、実施例１では表示パネルと機能設定スイッチをドライブユニットに設けたが、
レンズ本体とドライブユニットから構成されるＴＶレンズのどの部位に配置しても構うも
のではない。
【００２４】
　本実施例１では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を変更可能な光学装置に
おいて、これら各機能の設定をアナログレンズと同様に設定するアナログレンズモードを
設け、かつ特別な操作を行わなければアナログレンズモードとＴＶレンズの撮影に関わる
各機能の設定情報を変更可能なディジタルレンズモードとの切換えをできないようにする
ことで、簡単にこれら各機能の設定をアナログレンズと同様に設定することが可能となり
、また、簡単にはアナログレンズモードからディジタルレンズモードに変更できなくなる
ため、アナログレンズに慣れているカメラマンも煩わしさがなくなり、ドライブユニット
上のあるスイッチを操作した場合に、自分が意図した機能とは異なる機能が作動するなど
といった問題が解消できる。
【実施例２】
【００２５】
　実施例１では、ユーザー領域がアナログレンズユーザー領域であった場合には、アナロ



(7) JP 4585789 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

グレンズ機能割当て情報記憶領域、アナログレンズプリセット動作特性情報記憶領域、ア
ナログレンズアイリス動作特性情報記憶領域、アナログレンズズーム特性情報記憶領域、
アナログレンズフォーカス特性情報記憶領域に記憶されている情報を用いて、アナログレ
ンズと同様の作動を行うアナログレンズモードとしてレンズ本体の駆動を行うように設定
したが、アイリス動作特性情報記憶領域の中に記憶されているオートアイリスゲインボリ
ューム調整のみは機能設定スイッチにより、変更可能とする構成としても良い。
【００２６】
　以下に本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。実施例１に対して、図１～図
４は同様の構成となるため説明は省略し、異なる構成である記憶手段３１８の内部構造、
および表示パネル１０９と機能設定スイッチ１１０を使用してレンズの動作特性に関わる
機能の設定方法及び記憶手段３１８への書込み、または書換えを行う場合の動作について
、以下に説明する。
【００２７】
　図７に記憶手段３１８の内部構造を示す。図７において、４００から４２１に関しては
、実施例１と同様であるため説明は省略する。４２２はアイリス動作特性情報記憶領域内
に設けられたオートアイリスゲインボリューム情報を記憶するオートアイリスゲインボリ
ューム情報記憶領域である。
【００２８】
　上記構成において、表示パネル１０９と機能設定スイッチ１１０を使用してレンズの動
作特性に関わる機能の設定方法及び記憶手段３１８への書込み、または書換えを行う場合
の動作について図６を用いて詳細に説明する。
【００２９】
　表示スイッチ１１１がＯＮされたかどうかの判断を行い（ステップＳ６０１）、ＯＮさ
れていないと判断された場合には、表示パネル１０９の消灯処理を行う（ステップＳ６０
２）。ステップＳ６０１で表示スイッチ１１１がＯＮされたと判断された場合には、表示
パネル１０９を点灯させ（ステップＳ６０３）、現在、ユーザー設定データを変更不可と
する設定変更不可モードであるかを判断し（ステップＳ６０４）、設定変更不可モードで
あった場合にはパスワードの入力を要求するパスワード入力要求処理（ステップＳ６０５
）に進む。パスワード入力要求処理が終了すると、入力されたパスワードがパスワード記
憶領域に記憶されているパスワードと比較し、一致しているか否かを判断し（ステップＳ
６０６）、入力されたパスワードがパスワード記憶領域に記憶されているパスワードと一
致しない場合には、パスワード入力要求処理（ステップＳ６０５）に戻る。ステップＳ６
０４で設定変更不可モードでなかった場合、もしくはステップＳ６０６で入力されたパス
ワードがパスワード記憶領域に記憶されているパスワードと一致する場合には、機能設定
スイッチ１１０の操作がユーザー領域の変更を行う操作であるか否かを判断し（ステップ
Ｓ６０７）、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー領域の変更を行う操作である場合
には、ユーザー領域の変更処理を行い（ステップＳ６０８）、ステップＳ６０９に進む。
機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー領域の変更を行う操作でない場合も同様にステ
ップＳ６０９に進み、現在設定されているユーザー領域がアナログレンズユーザー領域４
１０であるか否かを判断し（ステップＳ６０９）、現在設定されているユーザー領域がア
ナログレンズユーザー領域４１０である場合には、アナログレンズ機能割当て情報記憶領
域４１６、アナログレンズプリセット動作特性情報記憶領域４１７、アナログレンズアイ
リス動作特性情報記憶領域４１８、アナログレンズズーム特性情報記憶領域４１９、アナ
ログレンズフォーカス特性情報記憶領域４２０に記憶されている情報を用いて、アナログ
レンズと同様の作動を行うアナログレンズモードとしてレンズ本体の駆動を行うように設
定し、機能設定スイッチ１１０の操作がオートアイリスゲインボリューム情報を変更する
操作であるかを判断し（ステップＳ６１１）、機能設定スイッチ１１０の操作がオートア
イリスゲインボリューム情報を変更する操作である場合には、オートアイリスゲインボリ
ューム情報変更処理（ステップＳ６１２）を行い、ステップＳ６２３に進む。機能設定ス
イッチ１１０の操作がオートアイリスゲインボリューム情報を変更する操作でない場合も
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同様にステップＳ６２３に進む。現在設定されているユーザー領域がアナログレンズユー
ザー領域４１０でない場合には、機能設定スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０
２に取付けられた各種スイッチの機能割り当て変更を行う操作であるか否かを判断し（ス
テップＳ６１３）、機能設定スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０２に取付けら
れた各種スイッチの機能割り当て変更を行う操作である場合には、変更されたスイッチの
機能割り当て変更処理を行い（ステップＳ６１４）、ステップＳ６１５に進む。機能設定
スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０２に取付けられた各種スイッチの機能割り
当て変更を行う操作でない場合も同様にステップＳ６１５に進み、機能設定スイッチ１１
０の操作がプリセット動作特性情報を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６
１５）、機能設定スイッチ１１０の操作がプリセット動作特性情報を変更する操作である
場合には、変更されたプリセット動作特性情報変更処理を行い（ステップＳ６１６）、ス
テップＳ６１７に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がプリセット動作特性情報を変更
する操作でない場合も同様にステップＳ６１７に進み、機能設定スイッチ１１０の操作が
アイリス動作特性情報を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６１７）、機能
設定スイッチ１１０の操作がアイリス動作特性情報を変更する操作である場合には、変更
されたアイリス動作特性情報変更処理を行い（ステップＳ６１８）、ステップＳ６１９に
進む。機能設定スイッチ１１０の操作がアイリス動作特性情報を変更する操作でない場合
も同様にステップＳ６１９に進み、機能設定スイッチ１１０の操作がズーム動作特性情報
を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６１９）、機能設定スイッチ１１０の
操作がズーム動作特性情報を変更する操作である場合には、変更されたズーム動作特性情
報変更処理を行い（ステップＳ６２０）、ステップＳ６２１に進む。機能設定スイッチ１
１０の操作がズーム動作特性情報を変更する操作でない場合も同様にステップＳ６２１に
進み、機能設定スイッチ１１０の操作がフォーカス動作特性情報を変更する操作であるか
否かを判断し（ステップＳ６２１）、機能設定スイッチ１１０の操作がフォーカス動作特
性情報を変更する操作である場合には、変更されたフォーカス動作特性情報変更処理を行
い（ステップＳ６２２）、ステップＳ６２３に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がフ
ォーカスト動作特性情報を変更する操作でない場合も同様にステップＳ６２３に進み、機
能設定スイッチ１１０の操作がユーザー領域およびユーザー設定データを変更可能とする
設定変更不可モードをＯＦＦに変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６２３）
、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー設定データを変更可能とする設定変更不可モ
ードをＯＦＦに変更する操作である場合には、設定変更不可モードをＯＦＦにする処理（
ステップＳ６２４）を行い、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー設定データを変更
不可する設定変更不可モードをＯＮに変更する操作である場合には、設定変更不可モード
をＯＮにする処理（ステップＳ６２５）を行う。
【００３０】
　本実施例２では、ＴＶレンズの撮影に関わるユーザー領域設定や各機能の設定を、パス
ワードを入力しなければ変更できないようにしたが、例えば、機能スイッチＡおよび機能
スイッチＢを同時に３秒以上長押しするなど、特別な操作を行うことにより、設定変更不
可モードを切換える構成としても良い。
【００３１】
　本実施例２では、機能設定スイッチに十字キーを用いた例について述べたが、ジョグシ
ャトルスイッチ等、表示パネルの表示フローに沿って機能が設定できるものであれば如何
なる設定スイッチでも構うものではない。
【００３２】
　さらに、実施例２では表示パネルと機能設定スイッチをドライブユニットに設けたが、
レンズ本体とドライブユニットから構成されるＴＶレンズのどの部位に配置しても構うも
のではない。
【００３３】
　本実施例２では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を変更可能な光学装置に
おいて、これら各機能の設定をアナログレンズと同様に設定するアナログレンズモードを
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設け、かつ特別な操作を行わなければアナログレンズモードとＴＶレンズの撮影に関わる
各機能の設定情報を変更可能なディジタルレンズモードとの切換えをできないようにする
ことで、簡単にこれら各機能の設定をアナログレンズと同様に設定することが可能となり
、また、簡単にはアナログレンズモードからディジタルレンズモードに変更できなくなる
ため、アナログレンズに慣れているカメラマンも煩わしさがなくなり、ドライブユニット
上のあるスイッチを操作した場合に、自分が意図した機能とは異なる機能が作動するなど
といった問題が解消できる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本実施例１のテレビレンズの上面図
【図２】本実施例１のテレビレンズの背面図
【図３】本実施例１のテレビレンズ構成図
【図４】本実施例１の機能設定スイッチ構成図
【図５】本実施例１の記憶手段内部構成図
【図６】本実施例１の表示動作フロチャート図
【図７】本実施例２の記憶手段内部構成図
【図８】本実施例２の表示動作フロチャート図
【符号の説明】
【００３５】
　１０１　レンズ本体
　１０２　ドライブユニット
　１０３　シーソースイッチ
　１０４　リターンスイッチ
　１０５　ＶＴＲスイッチ
　１０６　機能スイッチＡ
　１０７　機能スイッチＢ
　１０８　メモリースイッチ
　１０９　表示パネル
　１１０　表示スイッチ
　１１１　機能設定スイッチ
　２０１　選択キー
　２０２～２０５　矢印キー
　３０１　フォーカスレンズ光学系
　３０２　フォーカスモータ
　３０３　フォーカス位置検出器
　３０４　フォーカス制御手段
　３０５　ズームレンズ光学系
　３０６　ズームモータ
　３０７　ズーム位置検出手段
　３０８　ズーム制御手段
　３０９　アイリス羽根
　３１０　アイリスモータ
　３１１　アイリス位置検出手段
　３１２　アイリス制御手段
　３１３　エクステンダー光学系
　３１４　エクステンダーモータ
　３１５　エクステンダー位置検出手段
　３１６　エクステンダー制御手段
　３１７　ＣＰＵ
　３１８　記憶手段
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　３１９　各種スイッチ通信手段
　３２０　レンズ外部データ通信手段
　３２１　デマンド通信手段
　３２２　テレビカメラ通信手段
　４００～４０９　ユーザー領域
　４１０　機能割り当て情報記憶領域
　４１１　プリセット動作特性情報記憶領域
　４１２　アイリス動作特性情報記憶領域
　４１３　ズーム特性情報記憶領域
　４１４　フォーカス特性情報記憶領域
　４１５　パスワード記憶領域
　４１６　プリセット情報記憶領域
　４１６　アナログレンズ機能割当て情報記憶領域
　４１７　アナログレンズプリセット動作特性情報記憶領域
　４１８　アナログレンズアイリス動作特性情報記憶領域
　４１９　アナログレンズズーム特性情報記憶領域
　４２０　アナログレンズフォーカス特性情報記憶領域
　４２１　アナログレンズパスワード記憶領域
　４２２　オートアイリスゲインボリューム情報記憶領域
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